
令和２年度 

京都市地域リハビリテーション推進会議  

次第 

 

              令和２年１１月２０日（金） 

～令和２年１１月３０日（月） 

              書面による開催 

 

 

１ 報告 

（１）地域リハビリテーション推進事業及び相談事業の実施状況等について           

（別紙１）  地域リハビリテーション推進研修実施状況  

（別紙２）  地域リハビリテーション推進研修職種別延べ受講者数 

（別紙３）  京都市障害福祉サービス事業所等訪問支援事業チラシ 

（別紙４）  地域ガエルのお出かけ講座チラシ  

（別紙５）  体力測定会＆からだの相談会チラシ  

（別紙６）  失語症のある方の相談支援事業チラシ 

（別紙７）  おはなし広場チラシ 

 

（２）高次脳機能障害者支援の実施状況等について 

（別紙８）  作業体験プログラムチラシ 

（別紙９）  当事者・家族交流会チラシ 

（別紙１０） 入門講座チラシ 

（別紙１１） 支援者のためのステップアップ研修チラシ 

（別紙１２） よくわかる高次脳機能障害セミナーチラシ 

（別紙１３） こうじの世界チラシ 

 

 

２ その他  

 

 

【資料一覧】 

・委員名簿 

・京都市地域リハビリテーション推進会議開催要綱 

・地域リハビリテーション推進事業及び相談事業の実施状況等について 

・高次脳機能障害者支援の実施状況等について 

 

【別冊資料】 

（資料１） センター機関紙「リハ❀エール（第１９号）」 
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１ 地域リハビリテーション推進事業 

 

(1)研修・指導事業  

 ア 地域リハビリテーション推進研修 （別紙１，２） 

市内福祉サービス事業所等に勤務する職員に対して，リハビリテーションをはじめ福祉・介

護サービスに関する知識及び技術の向上を図ることを目的に研修を実施している。 

   座学の一部については健康長寿のまち・京都推進室及び京都市こころの健康増進センターと

連携し，共催とする取組を行っている。 

   今年度は，新型コロナウイルス感染症拡大予防の観点から開催を見送ることとした。 

    

   ＜地域リハビリテーション推進研修実施状況＞  
 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  イ 総合支援学校等教職員研修事業 

 市内の総合支援学校，肢体育成学級や通級指導教室等に従事する教職員のリハビリテーショ

ンに関する知識及び技術の向上を図るため，依頼に応じてリハビリ専門職員を派遣し，各校の

希望に沿った研修等を実施している。 

   

  ＜総合支援学校等教職員研修事業実施状況＞ 

 平成３０年度 令和元年度 令和２年度（９月末現在） 

事例研修 

 

2 校 21 回 延べ 62 人受講 

・西総合支援学校 

・大原野中学校 

1 校 15 回 延べ 56 人受講 

・西総合支援学校 

１校 4回 延べ 18 人受講 

 

（新型コロナウイル感染症に

よる休校のため 6月は中止） 

肢体育成学級研究会 2 校 3 回 延べ 20 人受講 

・大原野中学校 

・山ノ内小学校 

3 校 6 回 延べ 44 人受講 

・山の内小学校 

・大原野中学校 

・洛王小学校 

0 校 0 回 延べ 0人受講 

 

  

 平成 

３０年度 

令和 

元年度 
令和２年度 

増減 

（R01→R02） 

座学 

講座数 24 23   

定員数 1,536 1,472   

受講者数 1,275 1,495   

実習 

講座数 22 16   

定員数 200 142   

受講者数 158 128   

地域リハビリテーション推進事業及び相談事業の実施状況

等について（令和２年度会議資料） 

 
新型コロナウイルス感染症拡大防止の

観点から中止 



ウ 障害福祉サービス事業所等訪問支援事業 （別紙３） 

   市内の障害福祉サービス事業所等からの依頼に基づき，利用者個々の身体状況の把握や介助

の方法等について，当センターの専門職員（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士等）が訪問

のうえ助言を行っている。  

 また，令和元年度は平成３０年度に試行実施した訪問型体力測定を本事業のメニューとして

追加し，通年で申込みを受け付けるなど事業内容の充実を図った。 

 今年度については，新型コロナウイルス感染防止対策をセンターと事業所等の双方が十分に

行いながら，従来どおり積極的に事業を推進している。例年よりは申込みが少ない状況だが，

利用実績のある法人が新規開設した事業所からの依頼もみられており，事業所との信頼関係は

徐々に深まっている。 

 今後も，新規の事業所等からの依頼が更に増えるよう，引き続き積極的な周知活動を行って

いく。 

 

 ＜訪問実績＞                     

     平成３０年度 令和元年度 
令和２年度 

（９月末現在） 

生活介護 

訪問箇所数（箇所） 13 12 6 

延訪問回数（回） 26 25 11 

延指導職員数（人） 75 56 26 

就労移行・ 

就労継続支援 

訪問箇所数（箇所） 9 7 1 

延訪問回数（回） 14 14 1 

延指導職員数（人） 24 23 5 

居宅介護 

訪問箇所数（箇所） 10 3 5 

延訪問回数（回） 3 1 1 

延指導職員数（人） 34 10 12 

その他 

（相談支援事業所等） 

訪問箇所数（箇所） 45 49 4 

延訪問回数（回） 44 43 14 

延指導職員数（人） 488 384 19 

計 

訪問箇所数（箇所） 77 71 16 

延訪問回数（回） 87 83 27 

延指導職員数（人） 621 473 62 

     

 

エ 電動車椅子講習会 

京都府警察中京警察署交通総務課及び電動車いす安全普及協会の協力を得て，電動車椅子を

利用している方，これから利用を考えている方やその介助者，更にケアマネジャーなど利用に

関する相談を受ける立場にある方等を対象に，電動車椅子を安全に利用していただくため，適

切な操作方法等について実技を中心とした講習会を実施している。今年度は，新型コロナウイ

ルス感染症拡大予防の観点から開催を１回とし，定員も半分にして３月に実施する。 
平成２９年度からは，障害者総合支援法で電動車椅子支給を受けた方等に対して，必要に応

じ，個別で操作指導を行っている。 

 



＜電動車椅子講習会実施状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

オ 関係機関等への講師派遣研修 

   （ア）地域ガエルのお出かけ講座 （別紙４） 

    当センターでは従来から関係機関等からの依頼に基づき，理学療法士，作業療法士，言語

聴覚士等の専門職員による講師派遣を行い，リハビリテーションに関する知識及び技術の向

上を図っている。 

今年度については，新型コロナウイルス感染症の影響もあり４月から７月については予定

していた講座の一部について依頼者からのキャンセルもあったが，８月からは座学を中心と

した講座の依頼の問い合わせが少しずつみられている。 

（イ）その他の講師派遣 

    地域ガエルのお出かけ講座でメニュー化していない内容や，他機関と共同で講師を行う場

合等についても，従来どおり関係機関からの依頼に基づき，当センターで対応可能なものに

ついては，講師の派遣を行っている。 
     

＜講師派遣研修の状況＞  

 

 

      

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 
 

 

 

＜講師派遣の内訳（令和２年度分（９月末現在））＞    

 依頼者 派遣目的 派遣職員 参加者 参加人数 

その他の 

講師派遣 

鳴滝総合支援学

校（４回） 
介護職員初任者研修養成講

座 
PT１名，

OT２名 
受講対象高校生 
（３年４名） 

１６ 

  

 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

実施回数 ２回 ２回 １回（３月実施予定） 

参加者数 ２７名 ２４名  

 平成３０年度 令和元年度 
令和２年度 

（９月末現在） 

地域ガエル

のお出かけ

講座 

箇所数   １５ １３ ０ 

派遣回数 １６ １３ ０ 

受講者数 ４５４ ４４１ ０ 

その他講師

派遣 

箇所数 ３ ３ １ 

派遣回数 ８ ８ ４ 

受講者数 １３０ ８６ １６ 

計 

箇所数 １８ １６ １ 

派遣回数 ２４ ２１ ４ 

受講者数 ５８４ ５２７ １６ 



 

(2)啓発事業  

 ア 地域リハビリテーション交流セミナー   

   医療，福祉のみならず多くの市民の参加を求め，障害のある方とふれあうことにより，障害

の有無に関わらず地域で豊かに生活できる環境づくりについて考える機会として，毎年度，テ

ーマを変え，セミナーを開催している。 

   令和元年度は，「夫が脳で倒れて ～仕事復帰（社会参加）へのステップ～」をテーマに２月に

開催した。 

   令和２年度については新型コロナウイルス感染症拡大予防の観点から開催を見送ることとし

た。 

 

＜参考＞令和元年度の実施状況   

第３６回 令和２年２月２０日 

    「夫が脳で倒れて ～仕事復帰（社会参加）へのステップ～」 参加者数：１０４人 

 

 

イ センター機関紙「リハ❀エール」の発行 （別冊資料１） 

    センター事業に関する情報等を発信するために発行し，関係機関に配布している（平成２７

年１１月に創刊し，３箇月に１回程度の頻度で発行）。 

今後も内容の充実とともに，より手に取って読んでいただける紙面づくりに努める。 

    

    ＜令和２年度の発行状況＞  

発行月 内容 

令和２年 ８月 

（第１９号） 

・体力測定会＆からだの相談会の案内  ・障害者支援施設の食事の紹介 

・高次脳機能障害「入門講座 ダウンロード版資料」の案内 等 

       ≪関連資料≫ 

  （別冊資料１）「リハ❀エール」第１９号 

 

 

ウ 「ほほえみ広場（※）」のブース出展  

    例年，障害保健福祉推進室が主催する「ほほえみ広場」に，ブースを出展，ロコモ度チェッ

クや体脂肪率・ＢＭＩ等の測定を通して身体機能維持向上への関心を促すとともに，当センタ

ーの取組について事業チラシを配布するなどＰＲを実施している。今年度は，新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため同イベントの開催は中止となっている。 
 
  ※  障害のある市民の方への理解の促進と社会参加の推進を目的に，障害のある人もない人も共に

交流する催し。ステージ企画，どなたでも参加できるレクリエーション，ほっとはあと製品（授

産製品）の販売や，飲食模擬店など様々な催しが行われる。 
 
 
 
 
 



 
２ 相談事業 

 

(1) からだの動きに障害のある方の体力測定会＆からだの相談会 （別紙５） 

自身の体力を確認し，身体機能の維持・向上及び社会参加の促進を図ることを目的として，平

成２７年度から実施しており，平成２８年度からは体力測定会終了後，専門職員（医師，看護師，

保健師，理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，義肢装具士，管理栄養士，ケースワーカー）に

よる個別相談会も併せて実施している。 
今年度は，新型コロナウイルス感染症拡大予防のため，例年のように集団で実施するのではな

く，１時間に１名の個別対応での実施としている。 
 

   ＜体力測定会＆からだの相談会実施状況・参加者数＞      

 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

第１回 １３ ８ １０月実施予定 

第２回 １２ １０  

  ※測定項目：血圧，握力，下肢筋力，棒反応，長座位体前屈，バランス機能，歩行速度など 

  

 

(2)失語症のある方の相談支援事業 （別紙６） 

失語症のある方やその家族，支援者に対して，言語聴覚士が中心となって個別相談を実施し，

障害の理解を深めていただくとともに，コミュニケーション手段の助言や会話の練習を行うほ

か，利用できる社会資源の紹介と利用のための橋渡しを行い，失語症のある方の社会参加促進

を図る。 

 

 ＜失語症のある方の相談支援事業実施状況＞      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成３０年度 令和元年度 
令和２年度 

（９月末現在） 

相談者数 ９ ７ ４ 

うち継続相談者数 ６ ３ ３ 

延べ相談件数 １９ １８ ６ 



(3)おはなし広場 （別紙７） 

   言語訓練を終了した言語に障害のある方を対象に，自信を持って社会参加できるよう，言語

聴覚士が中心となって語らいの場を提供し，社会活動への参加促進に取り組んでいる。 

   これまでは当センター附属病院等の元利用者を対象に事業を実施していたが，平成２９年度

からは失語症のある方の相談支援事業のグループワークの一つとして位置付け，当事者間での

語らいや交流の場として引き続き支援するとともに，対象を元利用者に限定することなく，関

係機関にチラシを配布するなど広く周知し，新規の利用者拡大を図っている。 

    今年度は，新型コロナウイルス感染症の影響で４月から６月の開催を見送り，７月から再開

した。再開にあたっては，「新しい生活スタイル」を実践するために，参加者を２グループに分

けたり，参加者同士の距離をとるなどの対策をとりながら開催し，９月からは通常日程での開

催に戻している。再開してからは，見学希望の申込もあるなど，地域で生活されている失語症

の方のコミュニケーションの場として活用のニーズが認められる。当センター以外の場所での

開催等，事業拡大については，地域や介護保険事業所等，関係機関との連携も図りながら，検

討していく必要がある。 

 

 ＜おはなし広場実施状況＞      

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) その他の専門相談（からだの動きに障害のある方の相談等） 

     からだの動きに障害のある方等からの様々な相談や社会活動，社会参加に関する相談，福祉

用具全般に係る利用相談等，障害のある方の障害特性や各々の活動目的に対応した専門相談を

実施している。 
 

  ＜相談実績＞              

 
平成３０年度 令和元年度 

令和２年度 

（９月末現在） 

からだの動きに係る相談 ７２ ５６ ３１ 

福祉用具に係る相談 ８ ９ ３ 

 

 平成３０年度 令和元年度 
令和２年度 

（９月末現在） 

実施回数 ３０ ２８ ６ 

参加者数 ２１２ １６３ ２８ 
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別紙７



ｊ 

 
 
 
１ 高次脳機能障害者支援センター 
 

 当事者やその家族，関係機関等から高次脳機能障害に関する相談をお受けし，支援コーディネー

ター等専門スタッフが地域生活支援等の個別支援のほか，障害福祉サービス事業所や医療機関等へ

の支援を行っている。（令和２年度は医師１，保健師１，看護師２，作業療法士１，心理判定員２，

言語聴覚士１（作業療法士の育休代替）の体制） 
 

 (1)個別支援及び事業所支援 

 ア  相談状況（新規相談件数） 

     支援センターへの新規の相談件数については，平成２７年７月の開設以降，毎月２０件前後

の状況が続いている。相談者の内訳としては，支援者からが最も多く， 相談内容としては， 症
状や対応方法についての相談，当センター施設利用も含めた何らかのリハビリや訓練に関する

相談，就労・復職や日中活動に関する相談が多い。 
  

 ＜相談者別状況＞                 ＜方法別状況＞ 

相談者 
平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和２年度 

(９月末現在) 

 
相談方法 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和２年度 

(９月末現在) 

本人 

家族 

支援者等 

４７ 

９２ 

１４２ 

３７ 

８９ 

１０４ 

１２ 

４１ 

５５ 

電話 

来所 

２４２ 

３９ 

２１１ 

１９ 

１０３ 

５ 

合計 ２８１ ２３０ １０８ 

合計 ２８１ ２３０ １０８ 

    

＜相談内容別状況＞ 

相談内容 
平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和２年度 

(９月末現在) 

疾病・症状 

対応方法 

診察希望 

退院後の生活 

リハビリ希望 

当センター支援施設利用 

日中活動（在宅福祉サービス等） 

就労・復職 

復学 

運転関係 

各種制度（手帳，年金など） 

その他 

５３ 

１９ 

２０ 

１１ 

２８ 

８１ 

１５ 

５２ 

３ 

４ 

１６ 

４０ 

６３ 

１４ 

１７ 

６ 

１８ 

６６ 

１５ 

２７ 

１ 

０ 

１０ 

３３ 

２５ 

１２ 

６ 

２ 

９ 

３６ 

８ 

５ 

０ 

１ 

４ 

１３ 

 うち，本障害に関すること 

   本障害に起因しない相談 

２５ 

１５ 

２５ 

８ 

１０ 

３ 

合計 ３４２ ２７０ １２１ 

 
 

 高次脳機能障害者支援の実施状況等について 

（令和２年度会議資料） 



 イ 支援状況 

   これらの相談に対して行った支援の具体的な内容は以下のとおりである。 

   復職，新規就労や福祉サービスの利用等については，それぞれの方の障害特性を踏まえた支

援調整が必要となるため，担当支援コーディネーターを決めたうえで継続的な支援を行ってい

る。   
 

    ＜支援内容の内訳及び件数＞（支援した内容をすべてカウント） 

支援内容 
平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和２年度 

(９月末現在) 

対処方法や制度等の助言 2,378 2,201 1,207 

当センター障害者支援施設 103 105 50 

専門医による診察 166 200 109 

 確定診断 

支援方策の策定 

診断書作成 

7 

98 

61 

21 

118 

61 

7 

58 

44 

心理検査 5 16 6 

作業体験プログラム 170 131 31 

カンファレンス参加 29 15 9 

当事者・家族交流会 129 135 38 

その他 99 75 35 

合計 3,079 2,878 1,485 

  
 

   ＜継続支援の状況＞ 

   （令和元年度）                  （令和２年度（9月末現在））              

内訳 件

数 

 内訳 件数 

継続支援を要する相談 102 継続支援を要する相談（令和元年度からの継続 50 件＋新規 15 件） 65 

 支援終了件数 52  支援終了件数 19 

支

援

結

果 

地域生活移行 

就労 

就労支援事業所利用 

復学や学校生活 

確定診断 

その他（支援事項の消滅等） 

14 

8 

9 

0 

14 

7 

支

援

結

果 

地域生活移行や日中活動支援 

就労（復職，新規） 

就労支援事業所利用 

復学や学校生活 

確定診断 

その他（支援事項の消滅等） 

5 

4 

5 

0 

1 

4 

令和２年度に引継ぐ件数 50 継続中の件数 46 

支
援
ニ
ー
ズ 

地域生活移行や地域生活 

就労 

復学や学校生活 

確定診断 

その他 

12 

27 

3 

8 

0 

支
援
ニ
ー
ズ 

地域生活移行や地域生活 

就労 

復学や学校生活 

確定診断 

その他 

11 

26 

3 

6 

0 

   

 

  

 

 

 



ウ 作業体験プログラム （別紙８） 

高次脳機能障害による仕事への影響や現在の作業能力を評価するとともに，工夫の提案等

を行う小集団のプログラムを実施している（週１回，１回２時間，１人あたりの参加回数は

８回程度）。模擬的な職場環境を設定し，様々な作業体験や他者とのやりとりの経験を通して，

参加者自身が今後の働き方を検討する機会となっている。プログラムで得た個別の評価結果

や代償手段の提案などを今後の就労検討に活用してもらうことを目的に，参加者に作業体験

報告書を作成し，交付している。プログラム終了後は，復職や新たな就職，福祉就労等に向

けて，担当の支援コーディネーターが，職場やハローワーク，障害者職業センター，就労支

援事業所等の相談や見学に同行し，障害特性を踏まえた仕事選びおよび工夫や対応について

助言するなどの個別支援を行っている。   

今年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，４月及び５月は休止した。少

人数での実施とするため，開催回数を増やすなどの対応を行い再開している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 当事者・家族交流会 （別紙９） 

 同じような経験者だからこそ「安心して話せる」「わかってもらえる」場を設け，孤独感や不

安感の軽減と，今後の生活に役立つ情報交換や相互支援を図ることを目的に月に１回開催して

いる。 
また，交流会参加者のニーズを踏まえ，生活を広げていくうえで利用できる制度や資源を知

ることを目的とした行事の企画を行っている。令和元年度は，事業所見学会を実施し，地域の

社会資源を知る機会を設けた。 
今年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，４月から６月は休止した。１グ

ループの人数を減らすなどの対応を行い再開している。 
 
 ＜当事者・家族交流会実施状況＞      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和２年度 

(９月末現在) 

実施回数 ４７ ４４ ２０ 

参加実人数 ２４ １７ ６ 

参加延人数 １７０ １３１ ３１ 

 
平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和２年度 

(９月末現在) 

実施回数 １２ １１ ３ 

延べ参加者数 １２９ １３５ ３８ 



オ 高次脳機能障害支援ネットワーク会議  

平成２７年度までは京都府が府下全域を対象に開催。平成２８年度は京都市域での実施がな

かったが，平成２９年度から共催により開催している。   

高次脳機能障害に対する理解を深めるとともに，医療，福祉，介護，就労，教育，相談支援

等の高次脳機能障害者支援に関わる機関で，取組状況の情報共有，地域の置かれている課題に

ついて，意見交換を行い，関係機関相互の切れ目のない支援ネットワークの構築を図っている。 

 

年度 実施日 内容 参加者

数 

３０年度 3 月 4 日 

第 29回 京都府高次脳機能障害（京都市域）支援ネットワーク会議 

シンポジウム 「高次脳機能障害者の就労支援について」 

  話題提供：京都障害者職業センター           清水聡子氏 

京都ジョブパークはあとふるコーナー 西川峰夫氏 

！-ｓｔｙｌｅ（エクスクラメーション・スタイル） 塩見茜氏 

指定討論：京都大学医学部附属病院精神科神経科 上田敬太氏 

グループでの交流・意見交換  

７６ 

令和 

元年度 
7 月 3 日 

第 32回 京都府高次脳機能障害（京都市域）支援ネットワーク会議 

鼎談 「病院から地域への展開」 

三軒茶屋内科リハビリテーションクリニック  長谷川幹氏 

京都大学大学院医学研究科精神医学      上田敬太氏 

京都府リハビリテーション支援センター    武澤信夫氏 

グループでの交流・意見交換 

６５ 

令和 

２年度 
 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止 

 

 

(2)各種研修 

  ア 入門講座 （別紙１０） 

  高次脳機能障害のある方やその家族，支援者及び関心のある方を対象に，高次脳機能障害の

基礎知識を学ぶ機会として平成２７年度から実施している。 

平成２７年度は３回シリーズ・２クール，平成２８年度には「就労」と「失語症」の２テー

マを加え，５回シリーズ・２クールで実施している。 

 平成２９年度からは，さらにテーマを充実させ「当事者・家族からの声，関連事業所等紹介」

の１テーマを加え，６回シリーズ・２クールで実施している。 

 参加者の内訳としては，概ね当事者や家族が３割，支援者やその他市民等が７割の比率とな

っている。 

 令和２年度の前期（４月～９月）は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，開催

を中止したが，代替となる情報発信の方法について検討し，入門講座の内容を「入門講座ダウ

ンロード版資料」として編さんし，当センターのホームページに公開することとした。ダウン

ロード版資料については，当センターの相談対応の際にも紹介するとともに，他機関から研修

や当事者への資料提供などでの使用について問合せがあり，活用してもらっている。 
令和２年度の後期（１０月～３月）は，定員を減らすなど感染症対策を講じたうえで，再開し

ている。 



 
＜入門講座実施状況＞      

開催回 内 容 

参加者数 

平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

第１回 発症からのステップ ５５ ２７ ３２ ４４   

第２回 注意障害・記憶障害・遂行機能障害 ７５ ３１ ６１ ６１   

第３回 社会的行動障害 ６１ ２９ ５０ ４１   

第４回 失語症 ７４ ２５ ５４ ４７   

第５回 就労 ３８ ３０ ４５ ３９   

第６回 当事者・家族の声，関連事業所紹介 ３３ ２８ ５１ 中止   

 

 

  イ 専門研修 

 高次脳機能障害のある方やその家族を支援する保健・医療・福祉関係機関の職員等を対象に，

専門知識及び支援技術等の向上を目的に年１回，著名な講師を招き，様々なテーマで専門研修

を実施しており，市外の支援機関から参加希望の問合せも多い。 

 

 ＜専門研修実施状況＞      

年度 実施日 内容 参加者数 

平成 30 年度 11月7日 

「明日から役立つ！高次脳機能障害へのアプローチ 

～主体性を引き出す支援を学ぶ～」 

世田谷ボランティア協会 ケアセンターふらっと 

  和田敏子氏，川邊循氏 

７９ 

令和元年度 7 月 3 日 

「高次脳機能障害のある方の再出発に向けて ～地域リハ

ビリテーションにおける支援の基本と実践を学ぶ～」  

三軒茶屋内科リハビリテーションクリニック 長谷川幹氏 

７２ 

令和２年度  

 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止 

 

 

 

ウ 支援者のためのステップアップ研修 （別紙１１） 

   入門講座を受講された方や同程度の知識のある支援者を対象に，平成２８年度から支援者間

の交流や実践的な支援方法を身につけることを目的に開催している。 

平成２８年度は３回シリーズ・２クールで実施していたが，平成２９年度からは新たにテー

マを２つ加え（「作業手順書の作成」，「移動手順書の作成」），５回シリーズ・１クールで実施し

た。令和元年度は，内容の見直しを図り，ケース検討編と手順書演習編として計４回の内容で

実施した。（令和２年度は，１１月から実施予定） 

 

 

 

開
催
中
止 



 

 ＜ステップアップ研修実施状況＞      

開催回 内容 

参加者数 

平成 30 年度 

第 1回 講義と支援者交流 １６ 

第 2回 グループでのモデルケースの支援検討➀ １３ 

第 3回 グループでのモデルケースの支援検討➁ １４ 

第 4回 演習➀～作業手順書の作成～ １４ 

第 5回 演習➁～移動手順書の作成～ １１ 

  

開催回 内容 参加者数 

令和元年度 令和２年度 

第 1回 ＜ケース検討編＞ 障害特性にあわせた支援方法の検討 １７  

第 2回 ＜ケース検討編＞ 環境調整や代償手段の活用，支援者の役割に

ついて 

１５  

第 3回 ＜手順書演習編＞ 作業手順書の作成演習 １１  

第 4回 ＜手順書演習編＞ 移動手順書の作成演習 ５  

 

エ よくわかる高次脳機能障害セミナー（介護保険施設・事業所職員対象研修） （別紙１２） 

介護保険施設や事業所職員への高次脳機能障害の周知を目的に，平成３０年度から，介護ケ

ア推進課の協力を得て，「京都市認定調査員現任研修会」の同日午前に，同会場で実施している。 

令和２年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，通常の研修会開催にかわっ

てオンライン会議システム（ＺＯＯＭ）での開催を予定している。 

 

年度 実施日 内容 参加者数 

平成 30 年度 11月 19日 

「認知症ケアの知識と経験はこう使える！ 

 ～共通点と相違点～        」 

京都大学大学院医学研究科精神医学 上田敬太氏 

２９２ 

令和元年度 12月 16日 

 

同上 ２６４ 

令和２年度 
3 月開催

予定 

 

同上  

 

 

 

 

 

 



 

オ 医療機関，事業所等での研修・講師派遣 

   医療機関等との連携の強化や障害理解促進を目的に，平成２８年度から医療機関（急性期や

回復期病院等），障害福祉サービス事業所等へ出向き，関係者に対する訪問研修等を実施してい

る。 

   平成２９年度からは「地域ガエルのお出かけ講座」として，支援機関だけでなく，地域に出

向いて研修する事業を立ち上げ，積極的にＰＲを行っている。 

   令和元年度は，新たに小児の高次脳機能障害について，教育委員会総合育成支援課と連携の

うえ，関係者の理解促進や支援の充実に向け「総合育成支援教育公開研修会」として２校で実

施した。 

   令和元年度の医療機関への出張研修は，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催

を中止した。 

  

 ＜医療機関への出張研修＞ 

 年度 実施機関 内容 派遣講師 参加人数 

平成 30

年度 

京都医療

センター 

○高次脳機能障害を引き起こす様々な疾患～認

知症・意識障害との鑑別とその対応～ 

○相談ケースから考える早期支援の必要性／京

都市高次脳機能障害者支援センターの概要につ

いて 

○京都大学大学院医学研

究科精神医学 助教 上

田敬太氏 

○支援コーディネーター 

６０ 

令和元

年度 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点

から中止 

 

  

令和２

年度 

 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点

から中止 

 

  

 

 ＜小児高次脳機能障害研修＞ 

年度 開催機関 内容 派遣講師 参加者 

令和元

年度 

総合育成支援教育公開研

修会（北総合支援学校） 

 

「子どもの高次脳機能障害につ

いて」 

（１）医学的概論 

（２）事例から学ぶ 

（１）京都大学大学院医

学研究科精神医学教室 

医師 宮城崇史氏 

（２）京都大学医学部附

属病院 作業療法士 草

野祐介氏 

教職員ら

１８名 

総合育成支援教育公開研

修会（呉竹総合支援学校） 
教職員ら 

５４名 

令和２

年度 

 
新型コロナウイルス感染症拡

大防止の観点から中止 

 

  

 

 

 

 



  
 

 

＜地域ガエルのお出かけ講座他，関係機関への講師派遣研修＞  

 

 

 

 

 

 

 

(3)普及啓発 

   ア 市民向けの講座 （別紙１３） 

     高次脳機能障害について，広く市民の方に知っていただくため，市民向けのセミナーやイ

ベント等を実施する。 

Ｈ２８年度までは，市民向けの講演会を開催してきたが，参加者は当事者や家族，支援関

係者が大半であったため，平成２９年度からは，通りがかりの市民にまず高次脳機能障害を

知っていただくことを目的に，街角での普及啓発フェアを実施している。「こうじの世界 高

次脳機能障害×麹」をテーマに，京都市産業技術研究所，麹関連の企業，障害福祉事業所等

の協力を得て，物販や情報発信コーナーを設ける他，ステージではバンド等の演奏，障害に

ついてのミニ講話や当事者，家族からのメッセージなどの発表を行っている。 

令和元年度は，同テーマで３回目を実施し，新たにアンケート協力者に協賛企業の商品等

が当たる抽選会を設け，普及啓発チラシの配布数やアンケート回答数を増やす工夫を行った。

なお，普及啓発のチラシ配布は，当事者ボランティアの協力も得ている。 

    令和２年度については，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，開催を中止した。 

 

     ＜参考＞令和元年度の実施状況   
    ○実施日：令和元年１１月３日（日） 正午～午後４時 

    ○会 場：ゼスト御池河原町広場（京都市営地下鉄東西線 京都市役所前駅） 

    ○テーマ：高次脳機能障害普及啓発フェア「こうじの世界 高次脳機能障害×麹 ＃３」 

      ○参加者：約８，７５３名 ※会場（河原町広場）の開催時間の通行人数 

         （普及啓発チラシ配布数 ７９１枚，アンケート回答数 ４４３枚） 

    ○ステージ：当事者のメッセージ（３名），家族のメッセージ（２名） 

          高次脳機能障害ミニ講話（２回） 

          ライブ（THE COLD☆STAR，吹奏楽団 PALWINDS，立命館大学マンドリンクラブ） 

          協力企業・事業所のトーク 

    ○協力機関，企業：小川珈琲株式会社，株式会社菱六，地方独立行政法人京都市産業技術研究所 

     協力事業所：  一般社団法人暮らしランプ，一般社団法人高次脳機能障害者支援つむぎ， 

社会福祉法人オリーブの会オリーブホットハウス， 

社会福祉法人京都総合福祉協会京都市紫野障害者授産所さくさく工房 

     協賛企業：   株式会社澤井醤油本店，佐々木酒造株式会社，村山造酢株式会社 

 

  

   

 ※その他：中京区民ふれあいまつり２０１９に出展し，認知機能測定体験，子ども向けフェイスペイン

トシールコーナーを設け，センターの紹介や普及啓発チラシの配布を行った（チラシ配布数

は約２００枚）。      

 
平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和２年度 

(９月末現在) 

派遣回数 １９ ４ １ 

受講者数 ５５５ １５０ ２０ 



   

イ リーフレット 

高次脳機能障害者支援センターおよび障害者支援施設のリーフレットを，関係機関への送付

のほかに，各種研修等で配布した。 

 

ウ インターネットを使った情報発信 

高次脳機能障害者支援センター独自のホームページとフェイスブックを活用して，高次脳機

能障害に関する知識の普及や研修情報等の発信を行っている。 

 

 

 

 

２ 高次脳機能障害に特化した障害者支援施設 

 

 (1)施設概要 

   当センター内に設置されている障害者支援施設について，平成２７年４月から，支援対象者を

従来の肢体不自由のある方から高次脳機能障害のある方に転換し，平成２７年１０月からは短

期入所支援も開始している。 

  〔定員〕 

➀ 自立訓練  ４０名（生活訓練１５名，機能訓練２５名） 

     （うち入所支援３０名） 

    ➁ 短期入所  ２名（空床利用） 

 

(2)運営実績 

   新施設運営開始から一定年数が経過し，平成２９年度以降，利用を開始されている方及び利

用を終了される方は，それぞれ２０名前後で（利用可能期間（機能訓練：最長１年６箇月，生

活訓練：最長２年））安定している。引き続き，新規利用者の確保を図るとともに，利用者の退

所支援にも取り組んでいく。 

令和２年度は，定員４０名に対し９月末現在で２５名の利用者数となっているが，年度当初

から新型コロナウイルス感染拡大の影響のため，その対応に追われることになった。日々の施

設内の消毒作業や利用者への手洗い・消毒の徹底，マスク着用と朝夕の検温の徹底など，これ

まで特に重視していなかった作業が求められることになっただけでなく，４月上旬には入所者

１名の発熱により別室での隔離対応を行う必要が生じた。結果として，新型コロナウイルスの

感染ではなかったものの，施設全体に緊迫した空気が漂うこととなった。また，４月中旬以降

には，京都府が特別警戒宣言の対象となったことから，同月２１日から５月末まで，通所につ

いて自粛措置を行い，実質的に通所訓練は一時ストップすることになった。このような状況下

ではあったが，入所者については，ソーシャルディスタンスを保てるように訓練方法を修正し

つつ，ほぼ通常通りの訓練を実施するとともに，施設利用の見学や面接については，必要な訓

練を求めている方々のニーズを満たせるように感染予防を心掛けながら受け付けるように進め

た。 

来年度は，施設見学会等を実施（新型コロナウイルスの関係で今年度は未実施）し，当施設

の取組についてＰＲするなど，医療機関との連携を深める取組を行い，入所，通所での利用を

積極的に勧奨していく。 



（令和２年９月末現在） 

 

ア 訓練別利用者の状況 

 

 
 

イ 利用開始・終了の状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 ＜令和２年度の月別の状況＞       ※「月末現在数」の「計」は「月平均値」 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 

新規 

利用 

自立訓練 ０ ２ ０ ２ １ １ ６ 

入所支援 ０ ２ ０ １ ０ ０ ３ 

利用 

終了 

自立訓練 ３ ２ ２ ３ ２ ２ １４ 

入所支援 １ １ ０ ０ ０ １ ３ 

月末現在数 ３０ ３０ ２８ ２７ ２６ ２５ ２７．６ 

 入所支援 １３ １４ １４ １５ １５ １４ １４．１ 

短期入所延人数 ０ ０ ２ ２ ３ ２ ９ 

 実利用者数 ０ ０ ２ ２ ３ ２ ９ 

    
 
 ウ 自立訓練終了者の状況（令和元年度，２年度分）   ※令和２年度は９月末現在 

年

度 
訓練種別 復職 

新規 

就労 

就労移 

行支援 

施設 

就労 

継続 

施設等 

生活 

介護 

事業所 

その他 

施設 

介護 

保険 

ｻｰﾋﾞｽ 

学校 その他 合計 

元

年

度 

機能訓練 １ １ ０ ２ ０ ０ ５ ０ ５ １４ 

生活訓練 １ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ １ ４ 

合計 ２ １ ０ ４ ０ ０ ５ ０ ６ １８ 

２

年

度 

機能訓練 １ ０ ０ １ ０ ２ ２ ０ ２ ８ 

生活訓練 ３ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ １ ６ 

合計 ４ ０ ０ ３ ０ ２ ２ ０ ３ １４ 

 総数 

 入所 通所 

総数 ２５ １４ １１ 

 生活訓練 １４ ８ ６ 
機能訓練 １１ ６ ５ 

開始・終了 サービス種別 
平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和２年度 

(９月末現在) 

新規利用開始 
自立訓練 

機能訓練 １５ １０ ４ 

生活訓練 ５ １５ ２ 

施設入所支援 ６ １２ ３ 

利用終了 
自立訓練 

機能訓練 ８ １６ ８ 

生活訓練 １４ ４ ６ 

施設入所支援 １０ ５ ３ 
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